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学生だより（田口精華さん、高坂凌太さん）………………………………………………………………………………… 6
同期会＆OBOG会、文泉会ゴルフ大会報告・ご案内、支部だより（十勝帯広支部）……………………………………… 7
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　　　　　　　　　　　　　　2019サマ−フェスティバルのご案内… …………………………………………… 12

住所変更連絡のおねがい
　会員の皆様に、お名前・ご住所・勤務先等に変更が生じた場合は、お手数でも同封のハガキ「住所・勤務先等変更連絡票」
またはFAX・ホームページにて同窓会事務局までお知らせ下さいますようお願い致します。

＊＊＊　個人情報は同窓会活動以外には使用いたしません。 ＊＊＊

平成30年度中に全道・全国大会において好成績を収めた
団体・個人が表彰されました。

平成 30 年度学生課外活動表彰
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Ⅰ
．
総
務
関
係

１
．
大
学
行
事
・
学
務
に
対
す
る
協
力

◦
卒
業
祝
賀
会　
　
　
　

3
月
15
日
㈮

井
上
俊
彌
理
事
長　

佐
藤
政
隆
会　

長

加
勢
清
光
副
会
長　

石
原
正
博
副
会
長

佐
藤
真
彰
副
会
長　

小
西
泰
人
副
会
長

谷
口　

義
秋
氏（
短
5
）	吉
田　

修
身
氏（
短
11
）

江
上
さ
い
子
氏（
短
16
）	小
松
ト
シ
子
氏（
短
22
）

渡
邊　

勝
義
氏（
短
24
）	木
村　

裕
明
氏（
商
1
）

後
藤　

悦
朗
氏（
商
1
）	郷
頭　
　

寛
氏（
商
1
）

佐
々
木
賢
一
氏（
商
1
）土
田　

範
夫
氏（
商
1
）

能
登　
　

進
氏（
商
1
）	松
岡　

克
美
氏（
商
1
）

齊
藤　

卓
雄
氏（
商
5
）	斉
藤　
　

建
氏（
商
6
）

伊
藤　

国
昭
氏（
商
7
）	大
沢
由
美
子
氏（
商
8
）

佐
久
間　

剛
氏（
商
9
）	堤　
美
貴
雄
氏（
商
10
）

飛
岡　
　

抗
氏（
商
11
）	石
後
岡　

智
氏（
学
19
）

細
越
哲
正
氏（
学
院
29
）

27
名
出
席

２
．
財
政
状
況

予
算
２
３
，
９
５
５
千
円
に
対
し
執

行
額
が
１
６
，
８
８
４
千
円
で
繰
越

金
は
７
，
０
７
１
千
円
で
あ
っ
た
。

Ⅱ
．
事
業
関
係

１
．
文
泉
会
報

　
《
第
91
号
》
6
月
20
日
発
行

２
．
２
０
１
８
文
泉
会
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
開
催

　

平
成
30
年
8
月
25
日
㈯

３
．
学
生
の
課
外
活
動
等
へ
の
援
助

４
．
会
員
に
対
す
る
福
利
厚
生

⑴
聴
講
料
の
援
助

⑵
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第
35
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
9
月
15

日
㈯
開
催
（
参
加
者
38
名
）

⑶
会
員
の
慶
弔
と
電
報
の
送
付

５
．
大
学
・
学
生
に
対
す
る
後
援

Ⅲ
．
組
織
強
化
関
係

１
．
会
員
の
組
織
状
況

令
和
元
年
5
月
31
日
現
在
の
総
会
員

数
は
５
０
，
２
６
９
名
を
数
え
、
う

ち
確
認
会
員
数
は
２
７
，
８
９
１
名

２
．
支
部
活
動
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

令
和
元
年
5
月
31
日
現
在
36
支
部
、

道
内
に
28
支
部
（
職
域
支
部
1
を
含

む
）
道
外
に
は
8
支
部
が
設
置

３
．
支
部
総
会
の
開
催
状
況

４
．
同
期
会
開
催
状
況

同
期
会･

Ｏ
Ｂ
会
開
催　
　

4
件

援
助
金
（
案
内
状
等
の
通
信
費
に
相

当
す
る
金
額
）
を
交
付

５
．
大
学
事
業
に
対
す
る
協
力

６
．
そ
の
他

6
月
30
日
㈯
に
開
催
さ
れ
た
第
48
回

大
学
祭
に
協
賛

《
令
和
元
年
度
代
議
員
会
の
議
案
》

　

令
和
元
年
度
（
第
16
回
）
代
議
員
会
は
、
8
月
24
日
㈯
午
後
3
時
30
分
か
ら
「
札

幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
議
案
は
、
総
務
・
事
業･

組
織
強

化
委
員
会
お
よ
び
常
任
幹
事
会
の
承
認
を
得
て
提
案
す
る
も
の
で
す
。

平
成
30
年
度
事
業
報
告（
要
約
） （
平
成
30
年
６
月
１
日
〜
令
和
元
年
５
月
31
日
）

平成 30 年度収支決算報告書　　自平成 30 年 6月 1日〜至令和元年 5月 31 日
2．特別会計	 （1）予納会費会計
項 　 　 　 目 30年度予算額 実 績 額 増 減 額 摘 要

収　
　
　
　
　
　
　
　

入

H26年度生 11,940,000
H27年度生 10,820,000
H28年度生 10,960,000
H29年度生 12,220,000

前年度繰越金 59,900,000 59,900,000 0 H30年度生 13,960,000
新 入 学 生 分 14,000,000 14,640,000 640,000 H31年度生 14,640,000
編 入 学 生 分 編入生  40,000 40,000 H29年度生 40,000

編入生460,000 460,000 H30年度生 460,000
分割  20,000 20,000 H31年度生 20,000

0
合 計 73,900,000 75,060,000 1,160,000 前年度繰越金 59,900,000

支　
　
　
　
　

出

一般会計に繰入れ 11,940,000 11,940,000 0 H26年度生 0
H27年度生 10,820,000
H28年度生 10,960,000
H29年度生 12,260,000
H30年度生 14,420,000

次年度繰越金 61,960,000 63,120,000 1,160,000 H31年度生 14,660,000
合 計 73,900,000 75,060,000 1,160,000 次年度繰越金 63,120,000

	 （2）積立・基金会計

項 目 29年度予算額 実 績 額 増 減 額
摘　　　　要　（千円）
積 立 金 基 金

収
入
前年度繰越金 82,000,000 82,000,000 0 40,500 41,500 

合 計 82,000,000 82,000,000 0 40,500 41,500 
支
出
一般会計より繰入れ 0 0
次年度繰越金 82,000,000 82,000,000 0 40,500 41,500 
合 計 82,000,000 82,000,000 0 40,500 41,500 

3．財産目録	 令和元年5月31日現在

種 別 金 額 摘 要 備　　　　　　　　　　　　考
現 金 11,169 一 般 会 計 繰 越 金 7,070,875 
銀 行 普 通 預 金 30,234,341 予納会費会計繰越金 63,120,000 
郵 便 貯 金 42,006 積立・基金会計繰越金 82,000,000 
郵 便 振 替 1,903,359 ト－トバック1,508個 839,472 
定 期 預 金 40,000,000 
有価證券預け金 80,000,000 野村證券㈱
貯　　蔵　　品 839,472 
合 計 153,030,347 合 　　　　　　計 153,030,347

1．一般会計	 単位：円

項 目 30年度予算額 実 績 額 対 比 額 対 比 率

 

収 

入 

の 

部

会 費 収 入 11,940,000 11,980,000 40,000 100.34%

受 取 利 息 400,000 702,988 302,988 175.75%

雑 収 入 30,000 2,000 ▲ 28,000 6.67%

繰 越 金 11,269,604 11,269,604 0 100.00%

合 計 23,639,604 23,954,592 314,988 101.33%

支　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部

総　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

務

総 会 費 150,000 94,900 ▲ 55,100 63.27%

代 議 員 会 費 1,650,000 1,319,364 ▲ 330,636 79.96%

支部長会議費 300,000 299,818 ▲ 182 0.00%

会 議 費 800,000 338,962 ▲ 461,038 42.37%

事　

務　

局　

運　

営　

費

人 件 費 2,000,000 2,208,520 208,520 110.43%

印 刷 費 500,000 469,804 ▲ 30,196 93.96%

消 耗 品 費 400,000 170,987 ▲ 229,013 42.75%

備 品 費 0 0 0 0.00%

通 信 費 400,000 387,853 ▲ 12,147 96.96%

交 通 費 100,000 99,210 ▲ 790 99.21%

資 料 費 50,000 48,444 ▲ 1,556 96.89%

システム管理費 50,000 32,400 ▲ 17,600 64.80%

雑 費 200,000 57,615 ▲ 142,385 28.81%

　 小 　 　 計 3,700,000 3,474,833 ▲ 225,167 93.91%

計 6,600,000 5,527,877 ▲ 1,072,123 83.76%

事　
　
　
　

業

会 報 発 行 費 3,200,000 3,197,843 ▲ 2,157 99.93%

会 員 関 係 費 3,100,000 3,216,177 116,177 103.75%

新会員歓迎費 100,000 100,000 0 100.00%

学生活動後援費 500,000 337,168 ▲ 162,832 67.43%

計 6,900,000 6,851,188 ▲ 48,812 99.29%

組
織
強
化

支部等振興費 2,280,000 2,095,000 ▲ 185,000 91.89%

組 織 強 化 費 2,500,000 2,409,652 ▲ 90,348 96.39%

計 4,780,000 4,504,652 ▲ 275,348 94.24%

積 立 ・ 基 金 0 0 0 0.00%

寄 付 金 0 0 0 0.00%

　 合 　 　 計 18,280,000 16,883,717 ▲ 1,396,283 92.36%

次 年 度 繰 越 金 5,359,604 7,070,875 1,711,271 131.93%
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札
幌
学
院
大
学
文
泉
会
は
、

　
・
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る

　
・
母
校
の
発
展
に
寄
与

を
目
的
と
し
て
い
る
。

１
．
運
営
方
針

①
母
校
の
発
展
と
充
実
に
寄
与
す
る

た
め
の
支
援
を
す
る
。

②
将
来
を
展
望
し
た
財
政
計
画
を
推

進
す
る
。

③
支
部
組
織
の
あ
り
方
を
検
討
し
活

性
化
を
図
る
。

④
広
報
活
動
等
の
効
率
化
と
あ
り
方

を
提
起
す
る
。

⑤
学
生
の
課
外
活
動
へ
の
援
助
を
支

援
す
る
。

⑥
会
員
の
福
利
厚
生
を
支
援
す
る
。

２
．
実
施
計
画

Ⅰ
．
総
務
関
係

⑴
諸
会
議
の
開
催

　

◦
会
長
・
副
会
長
会
議

　

◦
常
任
幹
事
会

　

◦
会
計
監
査

　

◦
定
期
総
会

　

◦
役
員
候
補
者
選
考
委
員
会

⑵
財
政
基
盤
の
確
立
並
び
に
効
率
の
良

い
予
算
の
編
成
を
す
る
。

Ⅱ
．
事
業
関
係

⑴
文
泉
会
報

　
《
第
92
号
》6
月
20
日
発
行

⑵
２
０
１
９
文
泉
会
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る
。

　

・
令
和
元
年
8
月
24
日
㈯
予
定
。

⑶
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
す
る
。

　

・
令
和
元
年
9
月
14
日
㈯
予
定
。

⑷
学
生
の
課
外
活
動
へ
の
援
助

⑸
会
員
に
対
す
る
福
利
厚
生

　

会
員
が
講
義
を
聴
講
す
る
場
合
、
聴

講
料
の
援
助
を
行
い
た
い
。

⑹
「
母
校
訪
問
ツ
ア
ー
」
を
奨
励

⑺
大
学
・
学
生
に
対
す
る
援
助

⑻
支
部
会
報
発
行
に
伴
う
援
助
金
を
交

付
し
、
支
部
の
広
報
活
動
を
支
援
し

た
い
。

⑼
会
員
が
全
国
大
会
に
「
札
幌
学
院

大
学
文
泉
会
」
名
で
出
場
す
る
場
合
、

援
助
し
た
い
。

⑽
そ
の
他
の
事
業
に
対
す
る
協
力
・
交

流
・
援
助
を
行
い
た
い
。

Ⅲ
．
組
織
強
化
関
係

⑴
支
部
と
本
部
の
情
報
交
換
に
よ
る
活

性
化
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

⑵
平
成
7
年
度
よ
り
支
部
設
置
等
規

程
第
11
条
第
2
項
に
よ
る
援
助
基
準

に
よ
っ
て
支
部
に
援
助
し
て
い
る
が
、

収
支
に
合
う
よ
う
見
直
し
て
い
き
た

い
。

⑶
6
月
29
日
㈯
に
開
催
さ
れ
る
第
49
回

大
学
祭
に
協
賛
す
る
。

令
和
元
年
度
事
業
計
画（
案
）  

（
令
和
元
年
６
月
１
日
〜
令
和
２
年
５
月
31
日
）

令和元年度（元年 6月〜 2年 5月）収支予算書（案）
2．特別会計	 （1）予納会費会計

項 　 　 　 目 元年度予算額
（元年6月〜2年5月）

30年度予算額
（30年6月〜元年5月） 増 減 額 摘 要

H27年度生 10,820,000

収　
　
　
　
　
　
　
　

入

H28年度生 10,960,000

H29年度生 12,260,000

H30年度生 14,420,000

前年度繰越金 63,120,000 59,900,000 3,220,000 H31年度生 14,660,000

新 入 学 生 分 14,000,000 14,000,000 0 Ｒ2年度生 14,000,000

0

0

0

編 入 学 生 分 0

合 計 77,120,000 73,900,000 3,220,000 前年度繰越金 63,120,000

支　
　
　
　
　

出

一般会計に繰入れ 10,820,000 11,940,000 ▲ 1,120,000 H27年度生 0

0 H28年度生 10,960,000

0 H29年度生 12,260,000

0 H30年度生 14,420,000

0 H31年度生 14,660,000

次年度繰越金 66,300,000 61,960,000 4,340,000 Ｒ2年度生 14,000,000

合 計 77,120,000 73,900,000 3,220,000 次年度繰越金 66,300,000

	 （2）積立・基金会計

項 目 元年度予算額
（元年6月〜2年5月）

30年度予算額
（30年6月〜元年5月） 増 減 額

摘　　　　要　（千円）

積 立 金 基 金

収　

入

前年度繰越金 82,000,000 82,000,000 0 40,500 41,500 

合 計 82,000,000 82,000,000 0 40,500 41,500 

支　

出

5,000,000 0 5,000 5,000 

次年度繰越金 77,000,000 82,000,000 ▼5,000 35,500 41,500 

合 計 82,000,000 82,000,000 0 40,500 41,500 

1．一般会計	 単位：円

項 目 元年度予算額
（元年6月～2年5月）

30年度予算額
（30年6月〜元年5月） 対 比 額 対 比 率

 

収 

入 

の 

部

会 費 収 入 10,820,000 11,940,000 ▲ 1,120,000 93.70%

積 立 金 よ り 5,000,000 0 5,000,000 0.00%

受 取 利 息 750,000 400,000 350,000 187.50%

雑 収 入 30,000 30,000 0 100.00%

繰 越 金 7,070,875 11,269,604 ▲ 4,198,729 62.74%

合 計 23,670,875 23,639,604 31,271 100.13%

支　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部

総　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

務

総 会 費 150,000 150,000 0 100.00%

代 議 員 会 費 1,650,000 1,650,000 0 100.00%

支部長会議費 0 300,000 ▲ 300,000

会 議 費 800,000 800,000 0 100.00%

事　

務　

局　

運　

営　

費

人 件 費 2,300,000 2,000,000 300,000 115.00%

印 刷 費 500,000 500,000 0 100.00%

消 耗 品 費 400,000 400,000 0 100.00%

備 品 費 50,000 0 50,000 0.00%

通 信 費 400,000 400,000 0 100.00%

交 通 費 100,000 100,000 0 100.00%

資 料 費 50,000 50,000 0 100.00%

システム管理費 50,000 50,000 0 100.00%

雑 費 200,000 200,000 0 100.00%

　 小 　 　 計 4,050,000 3,700,000 350,000 109.46%

計 6,650,000 6,600,000 50,000 100.76%

事　
　
　
　

業

会 報 発 行 費 3,200,000 3,200,000 0 100.00%

会 員 関 係 費 2,300,000 3,100,000 ▲ 800,000 74.19%

新会員歓迎費 100,000 100,000 0 100.00%

学生活動後援費 500,000 500,000 0 100.00%

計 6,100,000 6,900,000 ▲ 800,000 88.41%

組
織
強
化

支部等振興費 2,280,000 2,280,000 0 100.00%

組 織 強 化 費 2,500,000 2,500,000 0 100.00%

計 4,780,000 4,780,000 0 100.00%

小 　 　 計 17,530,000 18,280,000 ▲ 750,000 95.90%

寄 付 金 0 0.00%

予備費（繰越金） 6,140,875 5,359,604 781,271 114.58%

　 合 　 　 計 23,670,875 23,639,604 31,271 100.13%
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他
100
名
の
方
に
景
品
の
お
土
産
が
抽

選
で
当
た
り
ま
し
た
。
当
選
者
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

代
議
員
会
・
定
期
総
会
終
了
後
、

会
場
を
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
に
移
し

２
０
１
８
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

会
員
約
160
名
の
出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
佐
藤
会
長
の
挨
拶
後
、
来
賓
の
井

上
理
事
長
の
ご
祝
辞
と
菅
原
常
務
理
事

の
祝
杯
の
ご
発
声
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

本
年
の
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
鎌
田
前

青
森
支
部
長
と
小
西
副
会
長
・
滝
川
支

部
長
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
か
ら
始
ま

り
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
札
幌
学

院
大
学
・
文
京
台
の
迫
力
の
演
舞
と
札

幌
学
院
大
学
吹
奏
楽
団
が
豊
か
な
音
色

を
披
露
し
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

毎
年
好
評
の
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」

で
は
支
部
・
役
員
・
企
業
よ
り
沢
山
の

ご
協
賛
を
頂
き
、
特
別
賞
の
「
沖
縄
2

泊
3
日
ペ
ア
旅
行
券
」「
選
べ
る
！
ペ

ア
宿
泊
券
×
2
本
」「
温
泉
ホ
テ
ル
ペ

ア
宿
泊
券
」
等
、
当
選
者
が
決
定
す
る

た
び
会
場
が
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。
札

幌
支
部
会
員
の
協
力
の
下
、
抽
選
さ
れ

た
景
品
約
1
0
0
本
の
当
選
者
に
は

お
土
産
が
手
渡
さ
れ
、
笑
顔
で
帰
路
に

着
か
れ
ま
し
た
。

　

ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
や
運

営
協
力
頂
き
ま
し
た
札
幌
支
部
の
皆
様

に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

第
15
回
代
議
員
会
が
平
成
30
年
8
月

24
日
㈯
午
後
3
時
半
よ
り
札
幌
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
議
員
85
名
が
出
席
の
中
、
山
本
勝

氏
（
学
院
14
期
）
の
司
会
に
よ
り
開
会

し
、議
長
に
佐
藤
真
彰
氏
（
商
大
3
期
）

を
選
出
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

報
告
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
案
に
つ
い
て
の
提
案
が
事
務
局
よ

り
あ
り
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
通
り

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
42
回
定
期
総
会
が
引
き
続
き
行
わ

れ
、
開
催
に
あ
た
り
同
窓
生
故
人
に
対

し
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
佐
藤
政
隆
会
長

を
議
長
に
決
議
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

定
期
総
会
終
了
後
、
支
部
の
発
足
や

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
3
名
の
方
に
佐
藤

政
隆
会
長
よ
り
功
労
者
表
彰
の
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

＊
支
部
長
会
議

　

第
24
回
支
部
長
会
議
が
平
成
30
年
8

月
24
日
㈮
午
後
2
時
か
ら
本
学
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
支
部
長
会
議
は
各
支
部
代

表
21
名
と
教
職
員
14
名
に
よ
る
「
学
園

創
立
70
周
年
・
大
学
開
学
50
周
年
記
念

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
の
一
環
と
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
菅
原
常
務

理
事
に
よ
る
大
学
諸
活
動
の
報
告
や
鶴

丸
学
長
の
ミ
ニ
講
話
後
、
施
設
見
学
と

し
て
情
報
処
理
実
習
室
等
を
回
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
の
親
睦
交
流
会
で
は
、
大
学

職
員
・
役
員
と
本
学
に
対
す
る
意
見
交

換
を
行
い
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
文
泉
会

第
15
回
代
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　

報
告

第
42
回
定
期
総
会

’18 
文
泉
会
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

お
楽
し
み
抽
選
会
　
特
別
賞
当
選
者

矢島　満弘様（商大７期）丹野　勝様（短大 11 期）

☆「
沖
縄
２
泊
３
日
ペ
ア
旅
行
券
」　

（
ド
ン
・
リ
ー
ス
＆
レ
ン
タ
ル
㈱ 

提
供
）

☆「
選
べ
る
！
ペ
ア
宿
泊
券（
１
泊
２
日
）」　

（
㈱
Ｌ
Ｅ
Ｅ
不
動
産 

提
供
）

樋口　隆博様（短大 16 期）

菅原　秀二様

☆「
選
べ
る
！
ペ
ア
宿
泊
券（
１
泊
２
日
）」　

（
㈱
Ｌ
Ｅ
Ｅ
不
動
産 

提
供
）

☆「
定
山
渓
温
泉
ホ
テ
ル
ペ
ア
宿
泊
券
」

（
㈱
ホ
テ
ル
鹿
の
湯 

提
供
）

各支部代表と教職員

やさしい音色です

佐藤会長挨拶

 

新
支
部
長
紹
介

支
部
総
会
に
て
新
た
に
選
任
さ
れ
た
支

部
長
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
富
良
野
支
部
長

菊
池
哲
雄
氏
（
短
大
24
期
Ⅰ
商
）

支
部
活
動
を
通
じ
て
同

窓
生
の
富
良
野
地
域
で

の
活
躍
を
知
り
ま
し
た
。

他
の
地
域
の
同
窓
生
と
の
交
流
が
深
ま

る
よ
う
努
め
ま
す
。

◇
函
館
支
部
長

及
川　

修
氏
（
学
院
23
期
法
法
）

新
元
号
「
令
和
」
に
新

支
部
長
と
な
り
ま
し

た
。
支
部
を
越
え
た
交

流
と
親
睦
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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本
会
の
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
３
名

の
方
々
に
佐
藤
政
隆
会
長
よ
り
感
謝
状

並
び
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

◇
工
藤
俊
司
氏
（
短
大
10
期
Ⅰ
商
）

　

網
走
支
部
長
と
し
て

平
成
７
年
か
ら
20
年
間
、

支
部
の
発
展
と
充
実
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◇
大
西　

孝
氏
（
商
大
３
期
商
商
）

　

東
京
支
部
創
設
よ

り
役
員
を
歴
任
、
平

成
23
年
か
ら
は
支
部

長
と
し
て
支
部
の
発

展
と
充
実
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◇
鎌
田
慶
弘
氏
（
商
大
９
期
商
商
）

　

青
森
支
部
創
設
よ

り
副
支
部
長
、
支
部

長
と
役
員
を
歴
任
し

て
支
部
の
発
展
と
充

実
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰

　

平
成
31
年
３
月
15
日
㈮
、
本
学
Ｓ
Ｇ

Ｕ
ホ
ー
ル
で
の
学
位
授
与
式
終
了
後
、

新
札
幌
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア
札
幌
に
会
場

を
移
し
て
会
員
、
教
職
員
が
多
数
出
席

す
る
中
、
平
成
30
年
度
卒
業
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
上
俊
彌
理
事
長（
文
泉
会
顧
問
）、

鶴
丸
学
長
の
挨
拶
に
続
き
、 

佐
藤
政
隆

文
泉
会
会
長
が
新
会
員
歓
迎
と
今
後
の

活
躍
を
祈
念
し
て
乾
杯
を
行
い
ま
し
た
。

　

Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
札

幌
学
院
大
学
文
京
台
が
迫
力
の
演
舞
で

卒
業
生
の
前
途
を
祝
福
し
、
学
生
生
活

最
後
を
華
や
か
に
飾
り
ま
し
た
。

　

校
歌
・
応
援
歌
斉
唱
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
等
の
後
、
締
め
は
加
勢
清
光
後
援
会

長
（
文
泉
会
副
会
長
）
の
万
歳
三
唱
で

散
会
し
ま
し
た
。

◆新入会員数（卒業生総数）
（平成 31 年 3 月 31 日現在）

大学院
・法学研究科	 　　　　	 ５名
・臨床心理研究科　　	 ２名
・地域社会マネジメント研究科	 ５名

経済学部
・経済学科	 　　	 70名

経営学部
・経営学科	 　　　	 88名
・会計ファイナンス学科　	 20名

人文学部
・人間科学科	 　　　	 65名
・英語英米文学部	　　　	 40名
・こども発達学科	　　　	 28名
・臨床心理学科	 　　　	 53名

法学部
・法律学科	 　　　	 80名

社会情報学部
・社会情報学科	 　　　	 ３名
　　　　　総　計		 459名

祝 
平
成
30
年
度
卒
業
祝
賀
会

歓迎挨拶の佐藤文泉会会長

平
成
30  
年
度

 

学
生
課
外
活
動
表
彰

　

定
期
試
験
後
の
２
月
１
日
㈮
学
生
課

外
活
動
の
表
彰
式
が
G
館
「
レ
ス
ト

ラ
ン
文
泉
」
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

団
体
の
部

　

陸
上
競
技
部
（
駅
伝
）

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
女
子
）

個
人
の
部　
　

　

田
口
精
華
（
空
手
道
部
）

　

高
坂
凌
太
（
陸
上
競
技
部
）

　

以
上
、
２
団
体
２
個
人
が
賞
状
・
副

賞
を
渡
邊
事
務
局
長
よ
り
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
学
生
の
代
表
佐
々
木
聖
奈

さ
ん
（
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
主

将
）
か
ら
「
目
標
は
高
い
と
こ
ろ
に
お

き
ま
す
。」
と
の
力
強
い
言
葉
も
聞
か
れ

る
等
、
食
事
を
し
な
が
ら
歓
談
の
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。（
巻
頭
写
真
参
照
）

☆
個
人
の
部
受
賞
の
田
口
さ
ん
、
高
坂

さ
ん
の
「
学
生
だ
よ
り
」（
６
ペ
ー
ジ
）

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
30
年
６
月
30
日
、
第
48
回
札
幌

学
院
大
学
大
学
祭
〜
青
嵐
祭
〜
に
「
大

学
祭
を
盛
り
上
げ
よ
う
」
と
江
別
支
部

の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
「
文
泉
会
地

域
名
産
商
店
街
」
を
出
店
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
も
良
く
、
各
支
部
の
ご

協
力
・
ご
協
賛
の
心
の
こ
も
っ
た
地
域

名
産
品
40
品
目
２
５
０
個
を
販
売
し
ま

し
た
。
屋
外
テ
ン
ト
で
の
販
売
で
し
た

が
、
ス
タ
ッ
フ
奮
闘
の
結
果
、
８
２
，

１
０
０
円
を
売
り
上
げ
ま
し
た
。
売
上

金
は
後
日
、
大
学
祭
実
行
委
員
会
に
贈

呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
ス
タ
ッ
フ
の
江
別
支
部
、
滝
川

支
部
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

大
学
祭
に

　
文
泉
会
地
域
名
産
　

　
　
　
商
店
街
を
出
店

まもなく開店です

 

♦
２
０
１
８
年
秋
の
　

　
　
　   

褒
章
・
叙
勲

◇
瑞
宝
小
綬
章

　

福
岡　

靖
征
氏（
短
大
15
期
Ⅰ
商
）

元
那
覇
航
空
交
通
管
制
部
長

札
幌
市

　

照
井　

孝
二
氏（
短
大
19
期
Ⅱ
商
）

元
道
郵
政
研
修
所
長 

札
幌
市

　

藤
吉　

実
義
氏（
短
大
20
期
Ⅱ
商
）

元
札
幌
市
消
防
正
監

札
幌
市

◇
旭
日
双
光
章

　

日
下　

太
朗
氏（
短
大
16
期
Ⅰ
商
）

元
道
議
会
議
員

津
別
町

◇
瑞
宝
双
光
章

　

石
黒　

仁
志
氏（
商
大
12
期
商
経
）

「
ニ
ュ
ー
北
海
道
博
愛
舎
」

生
活
支
援
課
長

夕
張
市

◇
瑞
宝
単
光
章

　

望
月　

良
典
氏（
短
大
17
期
Ⅱ
商
）

元
南
空
知
消
防
組
合

長
沼
消
防
団
副
団
長

長
沼
町

♦
２
０
１
９
年
春
の
　
　

　
　   

　
褒
章
・
叙
勲

◇
瑞
宝
単
光
章

　

斎
藤　

周
司
氏（
短
大
18
期
Ⅰ
商
）

元
小
樽
市
消
防
団
副
団
長

小
樽
市

　

石
田　

喜
計
氏（
商
大
２
期
商
商
）

元
江
別
市
消
防
団
分
団
長

江
別
市

 

受
章
を
ご
披
露
し
、

　
 

会
員
と
共
に

　
　

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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『空手道を始めて』
和道会世界大会二連覇　田口　精華（人文学部4年）

　私は2017年に札幌大倉山で初開催された「Red　
Bull400」という大会に参加しました。この大会は冬にはス
キージャンプが行われる大倉山のテッペンまでの400Mを
下から一気に駆け上がる「世界一過酷な400M走」と呼ばれ
ています。日本では馴染みも薄く、中には知らない人もいる
ことと思います。
　私がこのようなマニアックな大会を知ることができた
「きっかけ」は、中学時代の陸上部仲間からの誘いでした。彼
は千歳のリハビリ系の専門学校に通っていて、そちらの先
生から話を聞いたとき「そういえばあいつ、坂、強かったな」
と私のこと思い出して誘ってくれたのでした。当初は優勝
すると日本代表として世界大会に出場することは知りませ
んでしたし、エントリーしても優勝なんて考えてもいませ
んでした。個人競技だけも参加者は500人以上であり、中に
はトレイルランナーや自衛官、普段よく山登りをしている

人たちが集まってくるのですから。
　しかし大会当日、私が予選を総合の1位通過すると誘っ
てくれた友達も大興奮。決勝も興奮冷めやらぬままスター
トし、後ろを突き離して優勝することができました。その後
のインタビューでは今まで向けられたことのないカメラの
数や人の視線に私はかなりの緊張と興奮で何を言っている
のかさっぱりわからない返答していました。
　こんな体験ができた「きっかけ」というのは紛れもなく友
達のおかげです。あの一言がなければ、私は今でも大会を知
らなかったかもしれないですし、10台以上のカメラやマ
イクに囲まれて興奮した自分をテレビで見ることも、日本
代表として海外で大会に出ることもなかったでしょう。こ
れら全て一つの繋がりと「きっかけ」で物事が大きく変わり
ます。しかもたった一度のピークポイントで。

　きっかけは小学校1年生のころ、友人に誘われたことで
した。始めは趣味や習い事の一つでしかありませんでした
が、中学入学と同時に2回の練習を6回に増やし、鍛錬を重
ねました。その後高校、大学と継続していく中でインターハ
イや高校選抜に出場することができるようにもなり、和道
会の全国大会でも優勝をすることができました。また高校
3年生のときには和道会で初の世界大会に出場して優勝す
ることができ、世界大会出場の経験を通じて空手道の楽し
さだけでなく、様々な国籍の人とコミュニケーションを取
ることやそれぞれの文化を知ることの楽しさも感じること
ができました。
　大学では初めて部活動として練習することができるよう
になり、同じ大学の先輩や後輩と共に練習を行うことがで
きたことは私自身にとって今までにはなかった刺激をもら
う場面も多々あり、モチベーションの維持や向上に繋がっ
ていました。1年生のころから北海道大会で優勝すること
ができ、毎年、北海道代表として形の部で出場しました。
　そして3年生の時には2度目の和道会の世界大会が開催
されるため2，3ヶ月に一度、東京で行われる合宿と選考会

に参加し、常に指定選手となり再び世界大会に出場するこ
とができました。開催地がイギリスであったため、慣れない
環境ではありましたが優勝することができました。この二
連覇は私にとって大きな
自信にもなりました。ま
た前回大会で知り合った
海外の選手との再会を果
たすこともでき、貴重な
経験をすることができま
した。
　空手道を通じて得たも
のや学んだことは多く、
それらは全て空手道のみ
ならず様々な場面で活か
すことができています。
このようになったのは私一人の力ではなく、先生方や先輩、
後輩など多くの人に助けられ、支えてもらったからだと
思っています。今後は後輩に私が学んだことを伝えながら
私自身も更に成長していきたいと思っています。

『〜きっかけ〜』
「Red bull 400」2 年連続日本代表　高坂　凌太（経営学部4年）

学生
便り

学生
便り
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少林寺拳法部50周年記念懇親会
　平成30年10月27日㈯

・出席者数38名
・初代から50代の現役学
生まで参加し、世代間の交
流が和やかに行われまし
た。

硬式野球部ＯＢＯＧ会
　　　　平成31年２月16日㈯

・出席者数49名

・大菅監督にエールを

送るべく鶴丸元部長・

監督も出席。次回は

令和２年２月15日を予

定。

人文学部第1期　同期会
　平成30年７月21日㈯・22日㈰

・出席者数24名
・還暦を迎える節目という
こともあり、４年に１回の予
定を繰り上げての開催。初
参加の方を迎え、幹事冥利
につきました。

短大18期 同期会
　平成30年９月29日㈯

・出席者数18名 

・３年ぶり７回目の開

催。50年前に戻り、賑

やかで楽しい時間を過

ごしました。

平成30年度開催の同期会・ＯＢＯＧ会をご紹介いたします。

平
成
31
年
２
月
14
日
の
十
勝
毎

日
新
聞
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た

　

札
幌
学
院
大
学
文
泉
会　

十
勝
帯
広

支
部（
飛
岡
抗
支
部
長
）定
期
総
会
・
講
演

会
・
懇
親
会

　

９
日
、帯
広
市
内
ホ
テ
ル
日
航
ノ
ー
ス

ラ
ン
ド
帯
広
で
開
か
れ
た
。

　

同
支
部
は
管
内
居
住
の
卒
業
生
で
組

織
。当
日
は
新
規
会
員
を
含
む
会
員
と
来

賓
ら
30
名
以
上
が
参
加
。飛
岡
支
部
長
は

「
40
周
年
に
向
け
て
皆
さ
ん
と
活
発
な
活

動
を
行
い
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

小
林
延
行
同
支
部
事
務
局
長
の
議
事

進
行
で
、昨
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
報

告
が
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
同
大
文
泉
会

の
佐
藤
政
隆
会
長
が「
活
発
な
活
動
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
」と
あ
い
さ

つ
し
た
。歓
談
で
は
、
近
況
や
大
学
時
代

の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

　

当
日
、同
大
常
務
理
事
の
白
石
英
才
経

済
学
部
教
授
を
講
師
に「
サ
ハ
リ
ン
の
先

住
民
族
言
語
を

調
査
す
る
」
と

題
し
て
講
演
を

行
い
、
参
加
者

は
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
耳
を
傾

け
て
い
た
。

（
新
聞
よ
り
抜

粋
）

第
35
回

　
　
　
文
泉
会

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　

第
35
回
文
泉
会
ゴ
ル
フ
大
会
が
平
成

30
年
９
月
15
日
㈯
札
幌
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
（
旧
コ
ー
ス
）
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
ス
タ
ー
ト
が
12
時
14
分
と
な

り
ま
し
た
の
で
日
没
に
よ
る
途
中
終
了

を
回
避
す
る
た
め
「
特
別
ル
ー
ル
」
を

採
用
し
て
全
員
が
日
没
前
に
ホ
ー
ル
ア

ウ
ト
で
き
ま
し
た
。

　

第
35
回
目
の
優
勝
者
は
学
院
20
期
の

加
藤
祐
司
さ
ん
、
準
優
勝
は
商
大
３
期

の
間
野
和
行
さ
ん
、
３
位
は
学
院
15
期

の
宮
下
学
さ
ん
で
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、
表
彰
式
に
移
り
佐
藤

真
彰
実
行
委
員
長
よ
り
優
勝
カ
ッ
プ
及

び
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
人

数
も
会
員
皆
様
の
努
力
に
よ
り
38
名
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
も
是
非
、
友
人
・
家
族
お
誘
い

の
上
、
多
数
の
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

第36回文泉会親睦ゴルフ大会のご案内
下記の通り開催いたします。参加ご希望の方は9月6日（金）までに文泉会事務局へ

電話またはFAXにてお申し込み下さい。

日　　時：令和元年9月14日（土）スタート8時24分　受付時間　午前7時30分〜午前8時
場　　所：札幌リージェントゴルフ倶楽部（旧コース）〔旧廣濟堂札幌カントリー倶楽部〕
　　　　　北広島市字島松641　℡ 011−377−3111
競技方法：ダブルペリア方式　　会費：3,500円　　プレー料金：11,000円（各自フロント精算）
　　　　○○○　℡：011-386-8111（内線2552）　　FAX：011-387-0977　○○○

優勝の加藤様（左）

同期会・ＯＢＯＧ会

　
十
勝
帯
広
支
部

支部
便り
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①2018. 7.21㈯　
②16名
③佐藤会長
⑤増員強化活動により参加者が増加
傾向にある。若手会員も出席し、年
齢構成が良い。

①2018. 8.22㈬
②13名
③佐藤会長、渡邊事務局長
④文泉会本部事業等への参画

①2018. 6. 8㈯　
②11名
③渡邊事務局長、白石常務理事
④社会貢献事業・親睦事業の実施、
空知管内支部交流会、母校訪問、
会員名簿の整備
⑤会員間の連携拡大の推進を図る。

①2018. 7.28㈯　
②10名
③佐藤会長、皆川副学長
④支部会員名簿の作成
⑤猛暑の中、例年同様少人数での開
催となりました。

青 森 支 部 総 会

千 歳 支 部 総 会

滝 川 支 部 総 会

旭 川 支 部 総 会

札 幌 支 部 総 会

江 別 支 部 総 会

①開催日　　②出席者数　　③来賓　　④特徴のある行事　　⑤ひと言

①2018. 6. 2㈯　②21名
③渡邊事務局長、菅原常務理事
④大人の修学旅行、パークゴルフ大会
　例月開催四水会、大学祭出店
⑤今年も会員とその家族に喜んでもら
えるよう努めます。

①2018. 8.25㈯
②16名
③坂上副会長
④パークゴルフ、観楓会・ボウリング大
会・本部主催事業への協力

①2018. 6.15㈮　
②10名
③佐藤会長
④親睦事業の実施、空知管内支部
交流会
⑤年々参加者が減少する中、久しぶり
に参加された方もいました。

砂 川 支 部 総 会

①2018. 6. 2㈯　
②14名
③佐藤会長、皆川副学長
④ボランティア活動・新年会・SNSの活
用、会報（文泉そうや）発行
⑤20〜70代までの会員が和気あいあ
いと交流しました。

宗 谷 支 部 総 会

平成30年度 支部ニュース

①2018. 7.31㈫　
②12名
③佐藤会長、鶴丸学長
④パークゴルフ大会・ボウリング大会・
新年会・空知管内支部交流会
⑤情報交換等有意義で楽しいひと時
でした。

岩 見 沢 支 部 総 会
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①2018.11. 8㈭　　
②10名
③渡邊事務局長
④会員名簿の作成と整備
⑤近況報告や学生時代の思い出を
語り合いました。

①2018.11.10㈯　　
②24名
③渡邊事務局長・白石常務理事
④近隣支部との交流、懇親会
⑤幅広い年齢層の参加者で構成さ
れており、次回の総会は11月第2土
曜日に美幌町内にて開催予定。

①2018.10.27㈯　②15名
③佐藤会長
④関東三支部合同事業（講演・交流
会、お花見、ボウリング大会、秋の散
策会）支部独自事業も検討中
⑤商大・学院会員が中心となり世代
交代が進んでいます。

①2018.11. 9㈮　
②8名
③佐藤会長
④観桜会、秋の懇親イベント
⑤役員改選　及川支部長就任！

伊 達 支 部 総 会

北 見 支 部 総 会

神 奈 川 支 部 総 会

函 館 支 部 総 会

石 狩 支 部 総 会宮 城 支 部 総 会

室 蘭 支 部 総 会

①開催日　　②出席者数　　③来賓　　④特徴のある行事　　⑤ひと言

①2018.10.19㈮　②14名
③佐藤会長
④支部ブログ、フェイスブックを活用し
た情報共有。
⑤北海道胆振東部地震のため開催
日を変更。来年度は40周年記念行
事等企画しています。

①2018.11.10㈯　　
②12名
③石原副会長・石川副学長
④本部主催行事への協力、参加。
⑤大学や文泉会の現状から学生時
代の思い出まで限られた時間内で
親睦を図りました。

①2018.11.10㈯　
②8名
③佐藤会長
④本部主催事業への協力・参加。
⑤学院世代の初参加者1名。
	 今後の総会開催は11月第2土曜と
したい。

①2018.11. 3㈯　　
②17名
③佐藤会長、渡邊事務局長、菅原常
務理事、北林教授、須貝学生係長
⑤HPを活用して参加促進や静岡・岐
阜の支部創設を目指す。
	 駅伝激励会も同時開催しました。

中 部 支 部 総 会

①2018.10.13㈯
②8名
③佐藤会長
④懇親会、大学主催事業への協力
　支部総会参加者の増加（特に女性
会員）

網 走 支 部 総 会
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①開催日　　②出席者数　　③来賓　　④特徴のある行事　　⑤ひと言

①2018.11.11㈰　
②10名
③井上理事長、佐藤副会長
④本部主催行事への協力・参加
⑤女性2名が参加。小樽出身の井上
理事長と小樽の話で盛り上がりまし
た。

①2018.11.30㈮　
②12名
③渡邊事務局長・皆川副学長
④学生向け公務員説明会、若手・中
堅職員交流会
⑤職域を越えた意見交換による連携
を構築。公務員説明会実施の検討。

①2019. 2. 9㈯　②28名
③佐藤会長、渡辺事務局長、白石常務理事
④チャリティソフトボール大会参加、近
隣支部との交流。創立40周年記念
誌発行。
⑤講師白石常務理事のミニ講演会を
開催。

小 樽 支 部 総 会

札幌市役所支部総会

十 勝 帯 広 支 部 総 会

中 標 津 支 部 総 会

八 戸 支 部 総 会

釧 路 支 部 総 会

①2018.11.14㈬　②22名
③渡邊事務局長・鶴丸学長・菅原常務
理事・大宮准教授・中村事務局次長
④ミニミニ講演会
⑤「札幌学院大学讃歌」の斉唱から
総会が開催。町おこし隊の佐藤理
央氏のよるミニミニ講演会を実施。

①2018.12. 1㈯　
②7名
③佐藤会長
④親睦会
⑤支部組織体制の強化、会員名簿の
整備拡充。

①2019. 2.23㈯　
②25名
③佐藤会長
④近隣支部との交流。
⑤初参加が3名おり、今後も増加に力
を入れたい。

①2018.11.17㈯
②23名
③佐藤会長、白石常務理事
④関東三支部合同事業
⑤文専から学院まで全ての世代に関
わる会員の出席がありました。

①2019. 1.19㈯　
②33名
③佐藤会長、菅原常務理事
④関東三支部合同事業
⑤初参加が3名あり。支部会則の一
部改正。
	 次回は2020年1月18日㈯

①2019. 3.30㈯　②12名
③佐藤会長、渡邊事務局長、
	 白石常務理事
④ボウリング大会、会員名簿作成・整
備
⑤支部活動が充実してきました。

東 京 支 部 総 会

埼 玉 支 部 総 会

紋 別 支 部 総 会



（11）　　　第 92 号　　　　　　　　　　　札幌学院大学文泉会報　　　　　　　　　　　  令和元年 6 月 20 日

①開催日　　②出席者数　　③来賓　　④特徴のある行事　　⑤ひと言

①2019. 5.17㈮
②10名
③渡邊事務局長
④パークゴルフ大会・新年会
⑤支部恒例の『棒引き大会」で盛り
上がりました。

①2019. 5.26㈰
②13名
③佐藤会長・吉川理事
⑤5回目の支部総会開催。楽しく
親睦を深めました。 

日 高 支 部 総 会

①2019. 5.31㈮
②10名
③佐藤会長・渡邊事務局長・白石
常務理事
④空知管内支部交流会、野遊会　
アメフト部除雪ボランティア激励

①2019. 5.25㈯
②8名
③渡邊事務局長・白石常務理事
④空知管内支部交流会・パークゴル
フ大会・ボウリング大会・新年会
⑤若手・女性会員の参加をお待ち
しています。

深 川 支 部 総 会

上 川 北 支 部 総 会富 良 野 支 部 総 会

①2019. 5.30㈭
②8名
③石原副会長
⑤年齢構成バランスが良い。
　若い会員の増加を推進したい。

①2019. 5.28㈫
②10名
③佐藤会長・白石常務理事
④親睦行事の開催。会員間交流事
業の検討。
⑤出席者増加のため積極的に声か
けをする。

関 西 支 部 総 会

夕 張 支 部 総 会

開催日　2018. 7.28㈮
夕張支部会員　佐々木剛志様庭園
にて晴天の下始まり、焼肉やメロンを
堪能、帰るころには満天の星になって
いました。

夕 張 支 部 野 遊 会 札幌市役所支部　中堅職員交流会

開催日　2018. 8. 3㈮
通信・労務・建設・消防の各分野から
参加。それぞれの近況報告や支部活
動活性化について意見交換を行い、
交流を深めました。

開催日　2018. 9.29㈯
東京都目黒区にある東京都指定有
形文化財「百段階段」を有する「目
黒雅叙園」や六本木ヒルズ等を参
加者17名で散策しました。

関東３支部合同「秋の観光」

「海と山のめぐみだし」大学祭に協賛



代議員会・定期総会
サマーフェスティバルのご案内

≪2019文泉会≫

日　時 ： 8月24日（土）
令和元年度（第16回）代議員会　15時30分～16時30分
会　場 ： 札幌グランドホテル　別館2F　グランドホール
 役員・代議員・支部長の皆様ご出席下さい。

同窓生の親睦を深めるため、新会員歓迎会を兼ねて懇親パーティーを行います。
卒業生の皆様、ご家族・友人・知人をお誘い合わせのご来場お待ちしております。

会　場 ： 札幌グランドホテル　別館2F　グランドホール
 札幌市中央区北1条西4丁目　℡ 011－261－3311

会　費 ： 3,500円（会券をお買い求め下さい）
 6月会報同封の「払込取扱票」にて参加人数分の金額を郵便局でお振込み
 下さい。事務局より「会券」を郵送いたします。　＊7月26日㈮締切
 当日券もご用意しております。

令和元年度（第43回）定期総会　16時30分～17時00分
会　場 ： 札幌グランドホテル　別館２F　グランドホール
 卒業生の皆様、サマーフェスティバルの前にご出席下さい。

サマーフェスティバルサマーフェスティバル2019文泉会 17時～19時サマーフェスティバル 

お楽しみ抽選会他、楽しいアトラクションを企画しております。

お申し込み・お問い合わせ
札幌学院大学文泉会事務局  （平日13：00～17：00） TEL 011-386-8111 FAX 011-387-0977

お申し込み・お問い合わせ
札幌学院大学文泉会事務局  （平日13：00～17：00） TEL 011-386-8111 FAX 011-387-0977

令和元年度　札幌支部総会のご案内
下記の通り開催いたしますので札幌支部の皆様ご出席下さい。

 日　時 ： 令和元年8月24日（土）　14時30分～15時00分
 会　場 ： 札幌グランドホテル　別館4F　はまなす
  札幌市中央区北1条西4丁目　℡011-261-3311


